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民
族
肇
の
人
々
（
岡
崎
太
郎
》
民
族
撃
の
人
々
　
（
三
）
ロ
リ
マ
ｉ
ｏ
フ
イ
ザ
ン
（Ｆ
！，ュ
‥
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可
【首
ゴ
こ
た
―
こ
景
）
フ
イ
ブ
ン
は
英
囲
サ
ノ
オ
ー
ク
の
パ
ー
エ
ン
ガ
ム
に
生
れ
た
。
ぷ
洲
に
移
仕
し
た
の
は
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。　
一
八
六
三
年ヽ
よ
う
一
八
八
四
年
ま
で
、
フ
イ
ジ
ー
島
に
於
て
は
道
に
徒
事
し
て
ゐ
た
が
、　
一
八
六
九
年
、　
ヘ
ン
ブ
ｌ
ｏ
モ
／
ガ
／
よ
う
ヽ
剰
挟
騨
系
に
開
す
る
報
告
を
求
め
ら
れ
て
以
木
、
湖
く
民
族
早
に
封
す
る
興
味
を
抱
く
に
至
つ
た
。
途
に
一
八
八
〇
年
Ａ
。Ｗ
ｉ
一
シ
イ
ッ
ト
を
勅
誘
し
て
商
人
の
（
者
と
し
て
、
医
洲
土
人
の
戒
倉
純
織
に
開
す
る
先
幅
的
名
著
、
河
営
≧
一≡ュ
宮
と
パ
こ
ま
を
メ
／
ボ
／
／
よ
う
出
版
す
る
に
至
つ
た
。
モ
／
ガ
ン
も
こ
れ
に
序
文
を
寄
せ
て
ゐ
る
。
利
族
名
儲
の
意
義
に
開
し
て
、　
マ
ク
レ
ナ
ン
と
毛
／
ガ
ン
と
の
間
に
営
時
行
は
れ
て
ゐ
淀
辛
球
な
論
争
に
つ
い
て
は
、
ノ
イ
デ
ン
は
モ
ル
ガ
ン
を
支
持
し
て
、
こ
の
名
僻
が
単
な
る
呼
稲
上
の
名
僻
に
過
ぎ
な
い
と
論
じ
る
マ
ク
レ
ブ
ン
の
読
を
斥
け
た
。
外
婚
に
開
し
■
も
、
そ
れ
が
氏
族
制
度
上
の
一
規
定
で
あ
つ
た
と
云
ふ
モ
／
ガ
ン
の
設
を
確
立
し
、
女
兄
殺
勢
に
原
因
し
た
と
な
す
マ
ク
レ
ナ
ン
識
に
反
封
し
た
。
同
時
に
ま
た
、
陥
奪
結
婚
に
「ギ
、一↓
”
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■
１
京
岡
田
大
量B
起
因
す
な
と
考
へ
る
ラ
ボ
ツ
ク
の
見
解
に
も
反
卦
し
た
。　
マ
ク
レ
ナ
ン
ヽ
ラ
ボ
ツ
ク
、
チ
ン
グ
等
か
ら
、
嘲
突
的
な
批
難
を
実
つ
た
、
モ
／
ガ
ン
の
氏
族
起
源
読
、
帥
ち
、
血
族
の
相
互
結
婚
を
抑
止
し
や
う
た
す
る
改
革
運
動
に
起
因
すヽ
る
と
い
ふ
読
に
は
ノ
イ
ブ
ン
も
贅
意
を
表
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
反
批
判
に
封
し
て
積
梅
的
に
抗
需
し
や
う
一と
す
る
モ
／
ガ
ン
の
鞠
告
を
斥
け
、飢
婚
制
が
本
木
貨
在
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
鞘
は
、
こ
れ
を
否
認
し
た
の
で
あ
つ
た
。
進
化
論
的
民
族
掌
識
を
排
斥
す
る
爺
め
に
、
営
時
の
抑
畢
者
一
般
が
州
ひ
た
逃
化
説
―
―
原
始
民
族
の
文
化
は
文
明
の
堕
落
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
な
す
所
論
に
当
し
て
は
、
ア
イ
プ
ン
は
果
敢
な
論
争
を
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
ノ
イ
ブ
ン
に
開
す
る
文
献
の
主
要
な
も
の
と
し
て
は
次
の
如
と
も
の
を
碁
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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母
長
次
”
畳
仲
】二
申
言
”
―
こ
Ｃ
）
ダ
／
ラ
ン
ト
は
初
め
言
語
學
の
研
究
に
従
事
し
て
ゐ
々
の
で
あ
つ
た
が
、
後
に
、
地
理
早
及
ホ
民
族
卑
の
分
野
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
。　
一
八
七
五
年
、
ス
ト
ラ
ヌ
ダ
／
グ
大
畢
の
地
理
早
教
授
に
就
任
し
た
こ
と
が
、
こ
の
暗
期
民
族
撃
の
人
々
（
岡
酎
大
郎
）
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べ
を
な
し
て
ゐ
る
。
テ
オ
ド
／
。
フ
イ
ツ
の
ン
■
る
モ
Ｆ
〓
浄
，≡ェ
ィ
言
】ど
‥沖一ム母
信
ｃ【，
Ｆ
み
一Ｐ
Ｉ
ヽ
）
に
協
力
し
て
第
五
各
年
二
綿
と
第
六
各
と
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
は
民
族
學
の
割
期
的
著
迪
で
あ
つ
た
ば
か
め
で
な
く
、今
日
も
在ヽ
ほ
氏
族
誌
資
料
の
苑
集
さ
れ
て
ゐ
る
鞘
に
於
て
、
右
盆
で
あ
る
。　
一
八
六
八
年
に
出
版
さ
れ
た
子
腎
≡
ユ
テ
・ゴ
ニ
】ユ
）曇
争
ヽ
軍
一二
ュ
一０
合
に言
汁
）
に
於
て
、
ダ
／
ラ
ン
ト
は
、
原
始
民
族
問
に
於
け
る
児
童
死
亡
一卒
。
幼
兄
殺
致
。
作
染
病
等
に
論
及
し
、
原
姑
民
族
が
生
活
力
を
欠
い
て
ゐ
る
こ
と
に
起
囚
す
る
の
で
は
な
く
、
欧
羅
巴
文
明
の
影
一勢
に
よ
つ
て
そ
れ
ほ
ど
に
も
紀
望
的
な
人
口
減
少
を
水
し
た
の
だ
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
た
同
時
に
ま
た
、
心
理
的
原
因
の
■
要
性
ｓ
精
神
的
文
化
的
表
減
の
■
要
性
を
埼
摘
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
ゐ
な
い
。　
一
八
七
五
年
に
は
、ゴ
ョ
≡
ュ
え
〓
戸
〓
争
津
■
こ
Ｆ
〒
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
グ
／
ラ
ン
ト
は
本
書
に
よ
つ
て
、
進
化
識
に
楽
い
た
原
子
論
的
模
械
的
自
然
観
を
心
理
寧
に
適
用
し
や
う
と
企
て
た
。　
一
中
心
地
に
残
進
し
た
普
通
的
文
化
特
性
は
人
類
が
大
陸
か
ら
大
陸
へ
と
移
動
す
る
に
営
つ
て
樺
播
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
人
種
差
は
先
天
的
性
能
の
相
達
。
隔
離
。
裟
境
の
影
響
等
に
依
つ
て
生
じ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
本
水
ゲ
／
ラ
ン
ト
は
、
人
類
は
諸
個
人
の
災
合
に
よ
つ
て
ル
成
さ
れ
、
人
類
の
長
賃
の
状
態
は
全
価
人
に
開
す
る
完
全
な
智
諏
を
基
礎
と
す
る
時
始
め
て
構
成
さ
れ
得
る
と
の
主
張
を
抱
い
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
原
始
民
族
は
そ
の
成
長
が
非
常
な
類
似
性
を
有
し
て
ゐ
る
故
に
、
原
始
民
族
の
研
究
に
よ
つ
て
こ
の
問
題
は
或
る
程
度
ま
で
解
絡
し
得
る
と
信
じ
て
ゐ
た
。
然
し
、
人
類
武
含
の
務
屋
は
諸
種
族
の
作
用
で
あ
る
と
震
す
カ
ン
ト
の
兄
解
に
も
、　
一
應
の
同
意
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
人
Ｔ
■
類
豊
上
の
著
述
の
意
義
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
安
に
こ
の
ダ
／
ラ
ン
ト
で
あ
つ
た
の
で
、
　
一
九
〇
六
年
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出
版
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れ
た
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浄
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言
瑠
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ゴ
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が
そ
れ
で
あ
る
。
な
ほ
、
ゲ
／
ラ
ン
ト
に
開
し
て
は
合ゴ
を
を
一チ
多
う
ド
亨
矛
乳
付
↑
〓
こ
均
折
二
十
五
各
町
牧
の
万
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丁
宅
弔
≡
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論
文
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〕宮
壱
宮
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五
体
所
牧
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〓
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曇
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森
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ポ
ー
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岳
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母
レ
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ラ
環
軽
官
）【ュ
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一
言
言
〕
二
ｆ
，
才
十
二
ｔ
こ
ユ
ー
レ
ン
ラ
イ
ヒ
は
民
扶
掌
者
で
あ
つ
た
と
同
時
に
、
ま
た
優
れ
た
比
強
耐
話
撃
考
で
あ
つ
た
。
ガ
ラ
ジ
／
に
赴
い
て
よ
範
開
に
百
一る
民
族
早
採
除
を
行
つ
て
以
水
、
民
俗
牢
に
興
味
を
絶
と
、
耐
話
の
歴
史
的
眸
群
早
的
研
究
に
よ
意
を
集
注
す
る
に
至
つ
た
。　
ュ
ー
レ
ン
ラ
イ
と
の
主
張
に
擦
れ
ば
、
原
始
抑
話
は
１！１
然
現
象
の
度
汎
な
馨
愉
で
ぁ
っ
て
、
例
合
ぽ
英
雄
の
椅
に
開
す
る
物
語
の
如
き
は
陽
光
を
意
味
し
、
成
の
物
語
は
月
の
斑
拙
を
意
味
し
、
同
た
と
日
出
音
物
語
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
′ヽ」
の
極
度
に
す
職
的
な
慢
読
に
も
多
く
の
著
名
な
後
惟
才
が
現
は
れ
た
。
然
し
、
今
日
の
市
話
早
研
究
に
於
て
は
、　
一
民
族
の
文
化
生
活
が
、
物
語
を
誘
校
し
ま
た
そ
れ
が
物
語
中
に
再
現
さ
れ
る
濯
度
。
或
は
構
番
の
重
要
性
等
の
こ
と
が
卒
ろ
王
大
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
ま
た
、
や一
―
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／
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刑
訴
民
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七
〇
研
究
は
、
常
に
全
分
布
地
域
に
亘
る
物
語
の
細
心
な
比
強
研
究
的
抽
象
を
共
碇
と
し
て
ゐ
た
。
こ
の
行
め
に
，
商
ア
メ
ブ
カ
？
耐
話
に
開
す
る
業
蹟
は
、
今
日
も
な
ほ
こ
の
大
陸
に
於
け
る
話
分
布
現
象
の
一
大
綱
要
と
し
て
徒
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
前
話
卑
に
開
す
る
業
蹟
の
他
に
も
、
エ
ー
レ
ン
ラ
イ
と
は
、
ブ
ラ
ジ
／
の
土
話
に
開
す
る
言
語
卑
的
研
究
を
も
若
干
衣
表
し
て
ゐ
る
。
ユ
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レ
ン
ラ
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と
の
行
つ
た
旅
行
は
、
エ
デ
プ
ト
、
イ
ン
ド
よ
り
、一Ｈ，こ
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ジ
ヤ
、北
米
合
衆
田
に
も
及
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で
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う
、
一
九
一
０
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よ
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そ
の
死
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王
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迄
，
宮
と
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の
輸
時
に
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つ
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ゐ
た
。
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を
に
よ
つ
て
、
十
八
世
紀
に
於
け
る
比
較
民
族
単
の
樹
立
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
に
よ
つ
て
「
未
開
人
」ま
た
「
野
殴
人
」
に
開
す
る
旅
行
記
を
分
類
し
た
。
こ
の
分
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計
四
別
に
よ
る
と
い
メ、が
如
さ
簡
単
な
分
類
か
ら
一
歩
を
進
め
て
、
民
族
慣
響
を
雅
然
と
要
約
し
、
こ
の
要
約
に
共
い
て
行
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
デ
ム
ニ
エ
ー
は
自
己
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
を
明
言
し
て
、人
類
の
「
奇
異
な
」
瓜
響
を
輸
出
丁
る
こ
と
で
は
な
く
、
■
ろ
に
封
に
、
そ
の
精
神
を
強
見
す
る
こ
と
で
あ
う
、「
暮
留
を
吊
倒
す
る
よ
り
も
そ
の
由
本
を
冷
静
に
研
究
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
」
、
一‐如
何
な
る
風
留
も
紹
て
夫
々
の
原
因
を
持
つ
て
ゐ
る
の
が
原
則
で
あ
る
」
と
言
つ
て
ゐ
る
．
工
に
彼
は
、
こ
れ
ら
許
瓜
留
の
解
群
は
恒
■
に
取
扱
は
れ
て
こ
そ
始
め
て
可
能
な
の
で
あ
う
、
旅
行
者
の
肌
祭
が
批
判
の
封
象
と
さ
れ
る
時
始
め
て
可
能
で
あ
る
と
考
へ
た
。
彼
の
先
葦
ン
ヤ
／
／
・
ド
。
ダ
Ｔ
ジ
ス
（Ｃ
】ヽ一許
り
争
ョ
ろ
十
り，
が
そ
の
著
一
ゴ
Ｐ
一言
と
，
ュ
曇
ス
↓盛
３
８
官
Ｌ
こ
に
於
て
校
見
し
た
と
同
じ
様
に
、
デ
ム
ュ
ェ
ー
も
ま
た
、
古
代
の
民
族
情
密
と
海
外
の
風
笹
と
の
間
の
開
係
を
校
見
し
た
。
彼
は
話
民
族
の
政
治
。
破
含
制
度
の
類
似
を
た
ど
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
計
民
族
は
相
互
に
甚
だ
し
く
時
基
を
隔
才し
た
も
の
で
、
ノ
サ
イ
エ
テ
イ
群
島
、
フ
レ
／
ド
話
島
．
ア
メ
ノ
カ
・イ
ン
デ
イ
ア
ン
等
よ
う
古
代
ギ
ソ
ン
ヤ
人
に
ま
で
及
び
、
こ
れ
ら
の
類
似
せ
る
政
治
。戒
合
計
糾
統
は
「
自
然
あ
豪
康
」
の
類
似
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
が
こ
れ
ら
計
慨
省
の
類
似
と
同
様
に
そ
の
一
ｏ
一
民
族
手
の
人
々
〔
岡
田
大
郎
）
！ ！
！
！
― ！
堤
拭
拭
運
中
氏
族
事
の
人
々
Ａ
河
阿
六
郎
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
特
殊
な
相
違
に
気
附
い
て
ゐ
た
と
云
ム
事
質
が
、
デ
ム
ニ
エ
ー
を
し
て
祗
含
畢
廷
談
者
の
内
に
列
せ
し
め
た
亜
大
な
理
由
で
あ
つ
た
。
デ
ム
エ
エ
ー
の
他
の
主
著
と
し
て
は
Ｈ
蜜
許
胃
こ
卜
Ｔ
■
Ｆ
Ｔ
Ｆ
計
（
Ｆ
チ
【
あ
ｅ
キ
ト
（”昌
‥
浄
モ
き
よ
・５
岳
生
こ
畳
〕ま
を
虫
」ま
（，Ｉ
一宅
ａ
腎
そ
曇
〕ｉ
Ｓ
●
【
オ
邑
ゴ
干
ュ
“
く
Ｆ
Ｉ
統
〉
Ｆ
）＞
中‥
】占
岳
Ｊ
浄
■
ュ
■
一二
一●
】
一工
一　
一●
“
　
合一
一、
｛″〔
］
●
コ
一
●
コ
　
（，
３
ヨ
切
｛一
Ｆ
Ｅ
十
一Ｃ
５
り
　
一中●
”
　
（こ
・０
一卜
●
　
一！】
、Ｏ
く
ｒ
〕
命
命
り
　ヽ
い
　
台
ｏ
ｓ
〕
り
ヽ
　
（
（
〕
ｐ
Ｓ
（一
　
【
「
Ｃ
（〕
）
　
十
一寸
ギ
″
」
の
ス
υ
。
　
一ア
　
ム
　
ニ
ヱ
ー
に
開
す
る
参
考
き
と
し
て
は
く
ｇ
ａ
ｇ
え
予
＞
】
電
淳
ユ
ゴ
月
中、弓
汀
０
３
吾
亀
Ｆ
努
ま
ｏ
切
”ウ
●
下
中
や
イ
・
Ｊ
３
〕
雪
ユ
】
官
一
宅
号
生
ａ
ｒ
斉
コ
ど
こ
メま
」
警
Ｐ
【
“
―
法
）
が
あ
る
。
ア
ド
ル
フ
・
バ
ン
ド
リ
霊
―
（
＞
争
Ｅ
〕
コ
、宮
・
研
＞
電
巨
言
ｒ
宮
一
一
隼
ｆ
申
官
Ｃ
Ｉ
む
正
）
バ
ン
ド
ノ
エ
子
は
ス
イ
ス
て
、件
吾
れ
、
マ
ド
ノ
ノ
ド
で
病
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
四
十
年
間
に
Ｅ
る
そ
の
事
業
は
講
く
ァ
メ
ジ
カ
研
究
に
お
｛や
さ
れ
た
。
メ
キ
ン
コ
、
ぺ
／
シ
、
ポ
ジ
ビ
ア
、
商
西
ア
メ
ブ
カ
等
の
地
で
行
つ
た
調
査
の
結
果
、
高
北
両
ア
メ
ブ
カ
の
記
録
文
書
ま
た
現
存
土
人
に
開
し
て
は
、
精
密
な
第
一
等
の
知
識
を
獲
る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
キ
ン
コ
の
研
究
に
於
て
‐，ま
、
有
名
な
三
種
の
論
文
―
（バ
ぎ
二
あ
営
いヽ
阜
す
宮
‥
…
ユ
ニ
る
営
ュ
畳
｛」
ン一，
Ｔ
●
■
５
ヤ七
ャ　
．
ボ
じ
巨
　
一
ゴ
●
（
〓
”
ｒ
】丁
Ξ
ｉ
Ｃ
再
　
「〓
〕
ユ
　
（わ
Ｅ
Ｅ
】‐ｏ
…
コ
…
よ
０
「
　
一
”
●
ユ
…
・
‥
・
Ｃ
「
　
↑
す
ｏ
　
三ヽ
メ
】
Ｃ
●
↑
　
夕
一
の
イ
戸
〕仲
ｏ
，
こ
　
へ
、台
】
】
↑
Ｆ
命
　
働
ｏ
●
干
島
Ｃ
一
■
卜
！
ユ
ど
〓
こ
トニ
ユ
こ
宮
Ｆ
ｏ
「
イ
）
る
こ
こ
ｏ
吾
（
■
二
ふ
ｐ
言
一
●
ユ
ジ
汗
ユ
８
】つ
４
官
）ｇ
一
じ
ユ
）
「
〓
房
・」
淳３
乳
】
甘
二
営
亀
Ｃ
，〕
守
２
∽
ト
ポ
一
■
一　
　
　
　
一　
！　
　
　
　
　
　
■
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
！　
　
■
≡
≡
≡
ｉ
４
卜
言
を
二
存
岸亘
チ
移
中止
ぐ
ざ
あ
あ
】
【ぐ
こ
卜
を
革
ｔ
、
古
代
ァ
ジ
タ
ッ
タ
の
註
含
政
治
組
織
を
―
常
↑
可
魯
正
確
！
さ
と
迫
二
性
を
も
つ
て
前
破
し
た
。
彼
の
主
要
結
論
は
、
古
代
メ
キ
ン
〓
の
有
名
な
「
五
」
、
つ
ま
う
ブ
ュ
ク
・
ク
ォ
ー
レ
ー
ス
に
ょ
っ
て
言
か
れ
、
プ
レ
ス
コ
ツ
ト
と
そ
の
他
の
歴
史
矢
遷
に
書
か
れ
、
更
に
そ
の
後
の
全
浪
違
卑
瓶
の
人
々
に
よ
つ
て
高
か
れ
た
如
ど
あ
の
一
王
」
は
、
余
然
想
像
上
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
白
に
し
た
。
古
文
書
に
よ
つ
て
彼
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
単
に
漠
然
と
し
た
部
族
硫
合
に
す
ぎ
ず
、
宗
孜
。
氏
炊
。家
族
の
肌
念
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
、
要
す
る
に
ア
メ
ノ
カ
ｏ
ィ
ン
デ
／ｆ
ア
／
通
右
の
触
念
を
基
礎
と
し
て
Ｌ
う
、
欧
羅
巴
瓜
の
王
槌
の
削
合
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
ｃ
然
し
今
日
に
至
る
ま
で
な
ほ
、　
一
般
人
士
は
勿
論
、
大
部
分
の
孝
ャ古
早
者
遂
ま
で
が
、
モ
ン
テ
ズ
マ
そ
の
他
の
メ
キ
ン
コ
合
長
を
、
固
工
と
考
へ
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
高
西
ア
メ
リ
カ
で
は
、
バ
ン
ド
ジ
エ
ー
は
彩
し
い
業
政
を
述
行
し
、
多
く
の
論
文
を
技
表
し
た
が
、
そ
の
最
も
工
要
な
も
の
は
、
ョ
ヨ
】
【ん
宅
（二
ｏ
「
Ｆ
く
ｃ
＆
看
旨
易
営
‥
長
二
●
ゴ
争
】ヨ
名
二
二
”
‥
↑
ァ
，
ご
声
ｑ
】〕
吾
ユ
ｒ
≡
丁
行
宮
ま
と
≡
】
耳
多
）
ュ
〓
―
モ
）
で
あ
ら
う
。
バ
ン
ド
ジ
エ
ー
は
ま
た
、コ
・
じ
隼
牛
汁
〓
■
ｑ
（一７
支
ィ
ュ
！
ュ
ｔ
）
な
る
小
読
を
も
の
し
て
ゐ
る
が
、　
こ
れ
は
恐
ら
で
ヽ
ベ
プ
ロ
。
イ
ン
デ
イ
ア
ン
の
生
活
材
一韮
い
た
最
上
の
も
の
一
、
ユわ
ｒ９
ヘ
ノ
Ｃ
バ
ン
ド
ノ
エ
ー
の
企
著
作
日
録
は
、
】ょ
景
Ｐ
，
ゴ
ｒ
ｆ
〓
二
津
■
こ
ま
し
ョ
己
螢
宅
）
（
＞
】え
許
宮
＞
一！】↑
一】３
モ
千
二
”Ｆ
Ｆ
″
く
■
／
二
申程
≡
いと
―
ぁ
）
中
に
取
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、　
そ
の
他
に
も
バ
ン
ド
ジ
エ
ー
の
生
産
と
一ｉ一し
・一一
民
族
単
の
人
々
（
同
円
太
郎
ｕ
民
一点
掌
の
人
々
（
間
印
大
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ロ
そ
の
業
技
を
と
末
た
も
の
と
し
て
は
、
電
一持
一、ヨ
Ｆ
ギ
″，
ギ
】
ゴ
ユ
魯
宅
ｏ
Ｑ
畳
ユ
ゴ
付
ゴ
〕
言
宝
石
探
ユ
ｘ
亀
＞
言
一雪
や
夕
■
生
ヨ
一
一
イ
▼
・
【
二
合
メ
せ
ユ
ざ
一
丁
声〕
（
電
岸身
０
ヽ■
ギ
ｃ
，
年
章
コ
〓
Ｆ
申
三
ま
８
≡
こ
り
　
す
】
＞
Ｅ
ｑ
一８
再
＞
汚
一〕
〓
ユ
ｏ
お
「
宮
ュ
■
ヨ
ユ
え
）ヽ
】
〓
土
ユ
Ｆ
軍
ヤ
Ｆ
■
ｏみ
ゴ
ト）
こ
こ
）
が
あ
る
。
ジ
曽
ゼ
フ
・ド
昌
ケ
（甘
ど
ま
せ
３
一汀
Ｆ
ュ
モ
ー
ご
ユ
）
ド
ニ
ケ
は
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
で
生
ま
れ
、
ク
ブ
ミ
ア
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
カ
ン
ア
、
ぺ
／
シ
ヤ
等
の
計
地
方
を
噂
々
し
後
、
巳
里
に
定
任
し
て
自
然
史
揮
物
館
、
ノ
／
ボ
／
ヌ
大
寧
等
の
研
究
室
に
働
い
た
。　
丁
〈
八
八
年
、
博
物
体
の
司
書
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
の
時
以
本
は
つ
患
う
と
人
類
學
。
民
族
掌
研
究
に
興
味
を
抱
く
に
至
つ
た
。
ド
ニ
ケ
の
最
も
右
名
な
著
逃
、　
Ｆ
，
・‥
，
ユ
汀
切
■
を
Ｔ
免
ｃ
ｒ
庁
卜吉
は
、
人
類
諸
集
回
の
解
判
卑
的
・生
理
畢
的
。
心
理
卑
的
。病
理
単
的
ｏ
泄
含
率
的
諸
特
徴
の
報
告
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
類
を
適
切
に
分
類
す
る
角
め
に
は
、
なヽ
ほ
洞
営
多
く
の
報
告
が
必
要
で
あ
る
事
情
に
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
ド
ニ
ケ
は
敢
て
こ
の
分
類
を
企
て
た
。
先
づ
、
毛
髪
。
皮
層
ら鼻
型
。頭
蓋
。
身
長
と
い
つ
た
や
う
な
記
述
的
形
態
壕
的
特
徴
に
基
い
て
分
類
し
た
。
然
し
、
身
鵬
的
規
準
に
援
る
分
類
の
流
定
で
な
か
つ
た
こ
と
を
認
め
、
ド
ニ
ケ
は
二
十
九
種
族
に
開
す
る
材
料
を
再
配
列
し
、
そ
れ
ら
を
十
七
群
に
分
類
し
て
頼
似
を
明
陳
に
し
や
う
と
し
た
ｏ
ド
ニ
ケ
の
分
類
は
今
日
ま
で
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
．　
　
　
　
　
　
，
，　
　
　
　
　
　
　
　
一！　
　
　
　
　
！　
〓―
十　
一　
　
　
　
　
一
「　
！
一
■
一
≡
≡
≡
車
ぃ
、
忘
貯
単
者
惟
力、ら
は
多
卜
は
考
厳
ぃ
斜
地
汁
符
一
打
ぃ
い
＞
チ
ヤ一
れｉ！ｒ
徹
声
・
ド
一
舛
は！．よ
！か
肝
声
族
よ
，
一
一！一
一
梶
鵬
の
比
強
解
剖
に
開
す
る
多
く
の
報
告
を
校
表
し
、
ま
た
民
族
晏
的
論
文
を
も
少
な
か
ら
ず
被
表
し
て
ゐ
る
。
ド
ニ
ヶ
う
著
作
と
し
て
は
、
戸
ュ
こ
、多
協
営
岳
ご
言
一
一晏
命
【ぃ
Ｂ
才
ち
申
鬼
↓宅
，
切
雲
Ｆ
切
多
に
あ
宮
子
弓
ュ
Ｔ
（
一
ャン
，
一
チ
　
【
一ュ
す
（一
）
　
一　
岩
命ヽ
切
　
，
■
●
●
切
　
（ポ
一
　
】ｆ
中
】
〓
（）
】）●
）
や
｛メ
）
〓
）”
】
　
（
出一キ
ヤ，
一切
　
】
ケ≡
じ
一
―
‐
】
一
（〕
“
一
　
一　
引
●ヽ
切
　
】「伊
●
●
コ
　
命
付
　
一つ
”
　
】〕
Ｃ
〓
モ
一●
コ
　
（一●
　
中コ
宮
〓
一
≡）
　
（
モ
”
ュ
・”　
　
】
Ｃ
Ｏ
Ｏ
】
　
〕
●
島
　
●
ュ
　
　
【
Ｃ
ぃ
。
）
】
　
【
Ｐ
！
”
ま
り
す
】
］
〕
ュ
〓
】一Ｃ
巨
　
（
博
】
〕
再
み
Ｃ
淳
　
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
　
一　
へ（【
めヽ
ｕ
　
り
一ツ
い　
の
コ
●
Ｃ
，
　
●
０
ゎ
ｔ
Ｃ
“
Ｐ
〓
↑
ｒ
宅
重
と
一ユ
丁
ｂ
官
≡
■
汀
（ｒ
一、「
一雲
ｔ
モ
ｒ
】
＞
二
Ｆ
Ｆ
）ュ
ｏ
■
母
一
ゴ
”
爵
岳
け
乳
●
汚
ュ
”
一「一Ｆ
言
Ｆ
，。と
出
Ｉ
一一こ
≡
」
営
〓
Ｉ
一
イ
■
／
す
い一イ・
Ｔ
ち
こ
　
ョ旨
―
さ
３
等
が
ぁ
ぅ
、
そ
の
生
産
と
業
賦
を
取
披
つ
た
も
の
と
し
て
は
、
Ｆ
本
ｒ
Ｆ
ｔ
ま
“
）（ま
ふ
≡
レ
＞
ョ
畳
８
一チ
一，
（汀
干
ュ
ャ一
〓
察
，つ
二
く
生
ン
一　
↑
糧
じ
い
士
―
よ
ヽ
ィ
ｏ
こ
宮
】
雰
Ｌ
ヨ
ン
一キ
〓
弓
●
【二
Ｆ
，Ｆ
肇
こ
＞
Ａ
■
一≧
ゴ
ち
ュ
者
Ｉ
Ｆ
と
ア
メ
く
ユ
／
ン
ヌ
（
ご
乳
Ｉ
Ｇ
）
「
重
―
モ
キ
ス
ュ
Ｆ
＞
ュ
二
一
営
み
―
こ
等
が
あ
る
。
手
ヤ
母
ル
ス
。
ア
球
ツ
膝
（
Ｑ
置
Ｔ
●
巳
唇
中
と
，ユ
Ｆ
及
坑
―
こ
ご
）
ァ
メ
ジ
カ
の
先
史
人
類
の
問
題
に
開
す
る
限
う
、
そ
の
貢
献
を
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
先
史
人
類
畢
者
、
考
古
早
者
で
あ
る
。
彼
は
一
八
七
六
年
よ
う
八
九
年
に
至
る
間
、　
か
―
ブ
ァ
ー
ド
大
卑
の
ピ
ー
ボ
デ
イ
博
物
針
に
開
係
し
七
五
民
族
撃
の
人
々
（
問
門
末
郎
ツ
|
|
民
族
掌
の
人
々
（
問
栂
太
郎
〕
七
六
一
八
八
九
年
よ
う
九
二
年
ま
で
は
ノ
イ
ラ
デ
〃
ノ
イ
ア
で
大
卑
貯
物
針
の
主
事
を
務
あ
た
。　
一
八
七
六
年
頃
、　
ニ
ユ
ラ
ｏ
ジ
ヤ
ー
シ
イ
の
ト
レ
ン
ト
ン
附
近
に
あ
る
彼
の
先
耐
荏
本
の
邸
宅
附
近
で
石
器
を
校
児
し
た
。
こ
の
石
器
は
、
〓
一
種
の
文
化
限
界
一を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
即
ち
両
米
河
時
代
中
間
期
の
人
類
と
比
較
的
新
し
い
コ
ロ
ム
ブ
ス
校
兄
前
の
ア
メ
ジ
カ
ｏ
イ
ン
デ
イ
ア
ン
及
び
此
等
両
者
の
間
に
介
在
す
る
中
間
文
化
の
三
種
で
あ
る
。
此
の
結
論
は
一
八
七
二
年
よ
う
一
九
〇
七
年
に
至
る
彼
の
出
版
物
を
通
じ
て
頑
張
に
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
書
石
器
時
代
人
一類
の
存
在
し
た
こ
と
を
信
じ
る
に
至
う
、
そ
の
反
封
論
者
と
の
間
に
猛
烈
な
論
争
を
行
つ
た
。
辻
跡
の
紐
械
的
研
究
が
他
の
畢
者
に
よ
つ
て
行
は
れ
、
そ
の
結
果
後
期
氷
月
時
代
に
中
同
期
が
存
在
す
る
と
云
ふ
ア
ボ
ツ
ト
の
見
解
は
確
認
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
言
Ａ
前
水
河
時
代
が
存
在
す
る
と
云
ム
鞘
は
確
か
め
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
従
つ
て
ア
ボ
ツ
ト
の
主
要
な
業
蹟
は
ト
レ
／
ト
ン
遊
跡
と
而
文
化
限
界
と
の
校
兄
に
あ
る
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ギ
ツ
ト
は
右
の
介
在
文
化
を
「
粘
土
文
化
」
と
名
付
け
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
此
の
名
稲
白
階
が
地
方
的
意
義
を
一持
つ
に
す
ゴ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ア
ボ
ツ
ト
の
主
張
す
る
如
さ
登
大
陸
酌
文
化
限
界
を
意
味
し
て
る
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
主
者
と
し
て
は
、
女
の
二
著
汁
）審
げ
る
こ
と
が
で
き
る
モ
ニ
ユ
チ
ヽ
コ
ユ
雰
｛う
「
（ｒ
中々ｃ」】一
乳
ｒ
）
↓
戸
ゴ
】
イ
〓
】デ
一）Ｆ
と
一二
り
す
ギ
フ８
Ｐ
再
互
コ
言
貞
弓
Ｆ
ユ
（こ
【〓
」
ヽ
イ
ヴ
ア
ル
。
ア
，
ゼ
ン
Ｇ
ｇ
ｉ
矛
〕争
命
，
＞
ヽ々
ご
デ
ユ
ニ
ー
〓
）
≡
浅
ギ
「
月
ギ
ギ
嗅
彊
彊
ア
ー
ギ
ン
は
西
ノ
ト
／
ェ
ィ
の
一
農
家
に
生
れ
ド
文
法
學
な
、
野
俗
學
者
、
併
書
編
纂
者
と
し
て
の
そ
の
素
養
と
智
記
を
殆
ん
ど
施
晏
で
獲
得
し
た
人
で
あ
る
。
彼
は
早
く
ょ
う
希
臆
維
典
の
み
な
ら
ず
ス
カ
デ
ナ
ビ
ア
語
の
文
法
■
興
味
を
地
と
、
ノ
１
／
ェ
ィ
の
方
言
十
も
研
究
し
た
。
彼
は
ノ
１
／
ェ
ィ
の
方
言
が
ノ
１
／
ェ
イ
語
の
韓
訛
理
型
し
た
も
の
で
は
な
く
、
古
代
ノ
／
ゼ
語
の
不
断
の
校
歴
の
結
果
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
そ
の
夜
展
の
過
程
を
迪
う
得
る
事
貨
に
よ
つ
て
も
元
分
確
議
し
得
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
こ
と
を
最
初
に
主
張
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
ァ
ヵ
デ
ミ
ィ
の
援
助
を
得
て
彼
は
ノ
ｉ
ル
ェ
イ
、
特
に
西
ノ
１
／
ェ
ィ
ン
一旅
行
し
、
そ
の
卑
読
の
論
抜
と
な
る
べ
さ
資
料
を
苑
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
が
先
づ
叫
Ｌ
〕（Ｔ
こ
と
と
な
つ
て
現
は
れ
た
が
、
子
れ
は
純
ノ
１
／
ェ
イ
語
の
方
言
を
幌
ま
に
様
〔
苑
先
し
た
も
の
で
、
次
い
て
一
八
四
八
年
一ｉ‐Ｉ
巨
（あ
汀
可
≧
ねｏ，嗜ち
サ
∩
置
】〕】ョ
付許
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
　
一
八
★
四
年
に
，Ｚ
ｏ
■
ａ
ｎ中一宮
〕ま
一↑斉
と
し
て
増
柿
さ
れ
て
ゐ
る
。　
夏
に
一
人
五
〇
年
に
は
０
≧
）ニ
…
二
争
宮
三
十十
一二
戸
“”巧
，
ｏ
巧
な
る
幹
書
が
出
版
さ
れ
、
本
書
の
対
討
版
ヽ
ま
た
一
八
七
三
年
に
ッ
Ｒ
浄
Ｃ
≧
！せ長
と
し
て
改
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
民
族
騨
の
人
々
〔
岡
田
太
郎
〉
七
七
